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報道関係者各位 

十和田市現代美術館 館長交代・副館長就任のお知らせ 

謹啓 

 

時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 

平素より十和田市現代美術館の活動にご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、このたび十和田市現代美術館の館長藤浩志は、2016年 3月 31日付で館長職を退任することとなりました。 

あらたな館長には 4月 1日付で、小池一子が就任いたします。 

また同日、児島やよいが副館長に就任いたします。 

藤は、2012 年度に十和田市現代美術館副館長に就任、2014 年度より館長として、美術館の発展と地域振興に尽力

してまいりました。館長退任後は、アドバイザリー・ボードメンバーとして、引き続き同館の発展に寄与してまいる所

存です。 

 新体制のもと、よりいっそう皆様のご期待に沿うよう、新たな活動を展開してまいります。今後ともご指導ご鞭撻

のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

謹白 

 

小池一子からのメッセージ 

日本で一番好もしい現代美術館として、私が愛着を抱いてきた十和田市現代美術館の仕事をさせていただくことにな

りました。設立準備の段階から委員の一人として参加させていただいた経緯もあり、建築空間、作品群、観客の動線も

身にしみて感じております。何をすることが美術館の現在を一層輝かしいものにするのか、十和田の市民の皆様にご

相談しながら着実な歩を進めていきたいと思います。豊かな自然環境と激変する時代の風の中で、十和田ならではの

アート・アンド・ライフを追求し東北から日本各地、そして世界へ発信することを願っています。 

 

児島やよいからのメッセージ 

「街をひらく、街にひらかれた」美術館として、十和田の皆さまに、そして十和田を訪れる多くの方々に愛されてきた

十和田市現代美術館。その活動を引き継ぎ、新たなステージへとチャレンジをしていく、という重責を担うことにな

りました。今まで多くの美術館、アーティストと仕事をさせていただいた経験を最大限に活かしていきたいと思いま

す。子育てをしながら、また大学で若い人たちと接する中で、美術館の役割はもっと社会に広がるべきであると痛感

します。よりひらかれた十和田市現代美術館を、市民の皆さまとともにつくっていきたいと思います。 

 

小池一子（こいけかずこ） 略歴 

 

 

 

 

 

 

 

東京生まれ。「無印良品」創業以来アドヴァイザリー・ボード。武蔵野美術大学名

誉教授。1983年～2000年日本初のオルタナティブ・スペース「佐賀町エキジビッ

ト・スペース」創設・主宰。現代美術の新しい才能を国内外に送り出した。2000 年、

ヴェニス・ビエンナーレ第 7 回国際建築展 日本館「少女都市」、2012 年、21_21 

DESIGN SIGHT（ミッドタウン）「田中一光とデザインの前後左右」他、企画監修

多数。2011 年より「佐賀町アーカイブ」にて現代美術の資料検証に着手。近著/執

筆に『素手時然』（平凡社）、『ISSEY MIYAKE 三宅一生』（TASCHEN）がある。 
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児島やよい（こじまやよい） 略歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催中、開催予定の展覧会等のご案内 

地霊―呼び覚まされしもの ～東川賞コレクションより～ 

会期   2016年 1月 30日（土）～ 5月 15日（日）  

＊月曜休館 （月曜が祝日の場合はその翌日）ただし、4月 25日（月）、5月 2日（月）は臨時開館。 

会場   十和田市現代美術館 

開館時間 9:00-17:00（入場は閉館の 30分前まで）＊5月 3日（火）～4日（水）は 18:00まで延長開館。 

ゲストキュレーター  飯沢耕太郎 

主催   十和田市現代美術館 

協力   写真文化首都 北海道「写真の町」東川町 

 

十和田奥入瀬プロジェクト「青森・十和田 アートな旅 山学編」 

十和田市が誇る希有な自然の中を歩きながら、旅を通じて現代アートに触れる新しい体験型のツアーです。 

【アーティスト下道基行といく 十和田奥入瀬再考の旅】 

日時   2016年 3月 20日（日） 発着地：八戸市および十和田市 

【アーティスト安斉将といく ウマジンで馬のまち十和田をヒヒーンとめぐる旅】 

日時   2016年 3月 26日（土） 発着地：八戸市および十和田市 

主催   十和田奥入瀬プロジェクト実行委員会 

助成   平成 27年度 文化庁 地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業 

共催   青い森のちいさな調査団 

 

十和田奥入瀬プロジェクト #ArtsTowada：写真展示「#ArtsTowada」展 

会期   2016年 3月 27日（日）～ 3月 31日（木） 

会場   十和田市現代美術館カフェ（休憩スペース）＊開場時間・休館日：美術館に準じる 

     まちなか展示会場（商店街展示店）＊開場時間・休場日：店舗により異なる 

入場料  無料 ＊ただし十和田市現代美術館 常設展、企画展は有料。 

主催   十和田奥入瀬プロジェクト実行委員会 

助成   文化庁平成27年度文化芸術振興費補助金（地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業） 

 

ご取材、ご不明な点については、下記までお問い合わせください。どうぞよろしくお願いいたします。 

お問い合わせ  

十和田市現代美術館 新岡（にいおか）、豊川（とよかわ） 
Tel. 0176-20-1127  Fax. 0176-20-1138  press@towadaartcenter.com  
www.towadaartcenter.com  

慶應義塾大学文学部卒業。慶應義塾大学、明治学院大学、学習院女子大学で非常勤

講師を勤める。1987年〜2000年ナンジョウアンドアソシエイツ、横浜トリエンナ

ーレ 2001事務局勤務ののちキュレーター、ライターとして活動。「杉本博司 歴史

の歴史」展（メゾンエルメス）、「草間彌生 クサマトリックス」（森美術館）、国内

外での高橋コレクション展など多くの展覧会を手がける。共著に『わたしを変える”

アートとファッション”』（PARCO 出版）。 

 

 

 

 

＊プレス用画像の貸し出しをご希望の際は担当までご連絡ください。 

 


